
2013年に迎える創立90周年の記念事業の一環として、2009年からの約５か年計画で開始された中野キャンパスのリニューアルプロジェクト。

2010年に竣工した１号館（一期工事分）に続き、３号館が完成した。芸術学部７学科の内、デザイン学科とマンガ学科の３・４年生が集い、メディアコ

ンテンツ芸術の拠点のひとつとなる。地上５階・地下１階建てで、デザインスタジオ、ワークス、ギャラリーなどの専門的なスペースが多数用意されるほ

か、大小さまざまな展示スペース、カフェや屋上庭園など、学生生活を送る上で快適な空間が配置されている。各教室の壁面にはガラス張りが採用さ

れ、廊下から授業を見学することができ、解放的で明るく、省エネルギーにも配慮されている。2014年に予定される２号館の完成後は、芸術学部の全

ての３・４年生と大学院芸術学研究科生が中野キャンパスに集結し、次代のメディア芸術を担う一大教育・研究拠点が形成される。

生協が運営する食堂や購買が設けられた福利厚生施設。改修により一新され、快適で機能的な空間へと生まれ変わった。食堂は三方が全面ガラス

張りとなり、開放的で明るく、屋外のテラスと周辺一帯も整備され、居心地の良い空間で学生が思い思いの時間を過ごす、新しいキャンパスの景観を

生み出している。また食堂は、「コミュニケーション・ホール」へと用途を広げ、学習やレセプション、展示会など、多目的な利用が可能なしつらえが施さ

れた。ガラス面の一部をスライディングウォールで塞ぎ、ホリゾントとして舞台のように使うことができるほか、柱間にロールカーテンを引いてホールを分

割したり、展示スペースとして使用したりできる。テーブルはキャスター付でレイアウト変更に柔軟に対応でき、イスはスタッキングが可能。ラウンジも設

けられ、今後、学生交流の場としてさまざまに工夫して活用されることが期待されている。
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可動壁で2部屋に分割でき、レイア
ウト変更に柔軟に対応できるキャス
ター付のテーブルを採用している。

　　　 大講義室／テーブル：ＣＴＺ、
イス：ペン
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　　　　  コミュニケーション・ホール／
テーブル：DTN、イス：NDC
　  ラウンジ／テーブル：DT-15、
イス：コルノ
　  テラス／屋外テーブル、イス
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